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バレイショそうか病について

そうか病の特徴
バレイショのそうか病は、細菌の一種で抗生物質を産

生するストレプトマイセス属のStreptomyces scabiei、
S. turgidiscabies 、S. acidiscabiesの3種によって引
き起こされます。

感染経路は、保菌種いも（見かけ健全でも保菌してい
る場合がある）や汚染土壌からの菌による感染で、塊茎
肥大初期に菌が侵入することが多いです。

感染した塊茎は表面が陥没、または隆起を起こし、カ
サブタ状の病斑を形成するため商品価値を著しく損ない
ます。

長崎県のバレイショ栽培
長崎県では春作と秋作の二期作栽培が行われています。

春作は12月下旬～2月下旬植付のマルチ栽培で4月下旬
～6月上旬収穫、秋作は9月上旬～下旬植付で11月下旬
～12月中旬収穫が一般的です。

栽培品種は、ニシユタカが約70%を占めています。
そうか病の発病を抑制するため、土壌pH(H2O)を4.5

以下に低く管理する生産者が多いです。

S.scabiei S.acidiscabies

画像は出光興
産中央研究所
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診 断 手 順

＜診断項目＞
(1)前作栽培作物

前作栽培作物がバレイショかバレイショ以外かで評
価します。

(2)前作品種の耐病性程度
（前作がバレイショの場合のみ）

前作品種の耐病性程度により評価します。
例）ニシユタカ：弱 → 3点

(3)前作発病塊茎率
前作でバレイショを栽培した場合、発病塊茎率

（２Sサイズ(20g)以上の収穫塊茎のうち、そうか病
が発病していた塊茎の割合）によって評価します。

(4)交換酸度
交換酸度y1を測定することによって評価します。

交換酸度y1測定が困難な場合は、pH(KCl)の値から
y1を推定することができます（久保寺ら(2014)）。

y = 14664768x-10.59

(y: y1, x: pH(KCl))
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調 査 方 法

(1)前作栽培作物
前作栽培作物がバレイショかバレイショ以外かで

評価します。

(2)前作品種の耐病性程度
（前作がバレイショの場合のみ）

主なバレイショ品種のそうか病耐病性程度

(3)前作発病塊茎率
調査圃場の５点法（区画の中央１か所、中央と四

隅の中間点４か所）の各地点から、サイズが
２S(20g）以上の塊茎について各40個、合計
200個を調査対象とします。

強 やや強 中 やや弱 弱

品

種

スノーマーチ さんじゅう丸 農林1号 デジマ ニシユタカ

ユキラシャ ぽろしり オホーツクチップ メークイン コナフブキ

アンドーバー 男爵薯

さやか

トヨシロ
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隅の中間点４か所）の各地点から、サイズが
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200個を調査対象とします。
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腐敗した塊茎は除外する。収穫した全塊茎の中で発
病の有無を調査し、発病塊茎率を以下の式より算出し
ます。

発病塊茎率(%)＝発病塊茎数/調査塊茎数×100

※そうか病と間違えやすい症状に粉状そうか病があり
ます。

そうか病
表面がコルク状に陥没、

隆起します。土壌温度20～
22℃、土壌湿度が低めの条
件で多発します。

粉状そうか病
病斑は小さく表皮が残りま

す。気温17～19℃の条件で
乾燥後の降雨で多発します。

調査圃場の5点法

圃場の中央１か所、中央と四隅の
中間点４か所の塊茎を調査します。
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(4)交換酸度
調査圃場の5点法で地表15cmの深度から土壌を

採取し混合して試料とし、以下の方法で測定します。

y1 pH(KCl)

風乾細土(pH(KCl)は生土の場合もあり)10gを100mL三角フラスコ
に取り、1M塩化カリウム溶液を25ml添加

1時間振とうするか、時々振
り混ぜながら5日間放置

乾燥ろ紙でろ過(ろ液の最初
の数mlは捨てる)

ろ液の5～25mlを三角フラ
スコに取り、煮沸して溶存
CO2を除去

フェノールフタレインを加え
0.1M及び0.02M水酸化ナト
リウム溶液で滴定

滴定値からy1を算出する
風乾土10gを供試した場合の算出式

ｙ1=（T1+T2/5)×F×12.5/V

かき混ぜるか振とうして30
分以上放置

軽く混ぜて懸濁状態とし、
pHメーターでpHを測定

交換酸度y1とpH(KCl)の測定法
（森・嶋田(養賢堂「土壌養分分
析法」1997)を基に作成
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評 価 方 法

そうか病発病ポテンシャルの評価方法
各診断項目の点数の合計でレベルを決定します。

発病ポテンシャルのレベルに応じた防除対策を行います。

診断項目 各診断項目の評価（点数）

前作栽培
作物

バレイショ以外
１点

バレイショ
２点

前作品種
の耐病性
程度

やや強以上
１点

中
２点

やや弱以下
3点

前作発病
塊茎率

0％
1点

1～15％
5点

16～30％
10点

31％以上
15点

交換酸度
y1

５.０以上
1点

５.０未満
５点

５点以下 レベル０

６～９点 レベル１

１０～１９点 レベル２

２０点以上 レベル３
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診 断 票

赤字は
記入例

発病ポテンシャル：各診断項目の合計点数が
レベル0：5点以下、レベル1：6～9点、レベル2：10～19点、
レベル3：20点以上

診断票作成日：2016年　1月　2日
土壌採取日：2015年12月26日

名前
住所
連絡先
圃場住所

栽培作物：バレイショ
栽培作物：バレイショ
栽培作物：レタス

種類・土性
水はけ
植付
中耕培土

土壌消毒剤
種いも消毒剤

栽培作物 バレイショ以外：1点

バレイショ バレイショ　　：2点 ○

品種 耐病性やや強以上：1点 ○
（バレイショの場合のみ記入） 　　　中　　　　：2点

さんじゅう丸 　　　やや弱以下：3点

発病塊茎率 0%　　　   ：1点
1～15%　  ：5点
16～30%：10点 ○
31%以上  ：15点

交換酸度y1 5.0以上：1点 ○
17.8 5.0未満：5点

永尾　亜珠沙
長崎県雲仙市愛野町乙2777
0957-36-0043
長崎県雲仙市吾妻町山田原

黒ボク土

前作について

植付：2015年　9月
植付：2015年　1月
植付：2014年10月

圃場栽培履歴

堆肥

良

そうか病発病ポテンシャル診断票

2015年　9月　7日
2015年10月23日

種類：牛ふん
施用量：500kg/10a

圃場・栽培
データ

レベル２

20%
10点

1点

2点

発病ポテンシャル
14点各診断項目合計点数

バレイショそうか病診断票（事例）

1点

種類：馬鈴薯特号
施用量：140kg/10a
施用時期：2015年　9月　7日
薬剤名：クロルピクリン
薬剤名：アグリマイシン-100

石灰資材

施用時期：2015年　8月20日
種類：炭カル
施用量：80kg/10a
施用時期：2015年　8月20日

元肥

生産者

対

象

診
断
手
順

調
査
方
法

評
価
方
法

診
断
票

対
策
技
術

留
意
点

そ
の
他

5

―　194　―



対 策 技 術

全レベル必須事項
・種いも消毒
・土壌の交換酸度調整 （ｙ1：5.0以上）

発病ポテ
ンシャル

防除対策

栽培作物 土壌消毒 バレイショ品種

レベル０
バレイショ
栽培可

実施しない 変更不要

レベル１
バレイショ
栽培可

フロンサイ
ド粉剤

可能であれば耐
病性「中」以上
の品種

レベル２

バレイショ
栽培の場合

バスアミド
微粒剤

耐病性「中」以
上の品種

バレイショ以外
の品目を栽培

栽培品目の防除対策

レベル３

バレイショ栽培
の場合

クロルピク
リン

耐病性「やや
強」以上の品種

バレイショ以外
の品目を栽培

栽培品目の防除対策

対 策 技 術

全レベル必須事項
・種いも消毒
・土壌の交換酸度調整 （ｙ1：5.0以上）
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防除対策

栽培作物 土壌消毒 バレイショ品種
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バレイショ
栽培可

実施しない 変更不要

レベル１
バレイショ
栽培可

フロンサイ
ド粉剤

可能であれば耐
病性「中」以上
の品種
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バレイショ
栽培の場合
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バレイショ以外
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レベル３

バレイショ栽培
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リン
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強」以上の品種
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の品目を栽培
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留 意 点

そうか病菌はこれまでに3種が確認されており、
生育pHは、scabiesが5.0以上、S. turgidiscabies
が4.0以上、S. acidiscabiesが3.5以上と異なります。
（出光興産中央研究所）
長崎県ではS. scabieiが、北海道では、
S.turgidiscabiesが優占種とみられています。

クロルピクリンは、土壌pH(H2O) 4.9以上になる
と効果が現れにくくなります。また、土壌消毒後に
罹病いも（見かけ健全いもを含む）を植え付けると、
土壌消毒をしなかった場合よりもそうか病が多発す
る場合があるので、必ず種いも消毒を行ってくださ
い。(植松ら(1992))

発病ポテンシャルが「レベル２」以上の場合で、
そうか病と同一の病原菌が原因となる品目（ニンジ
ン、ダイコン、ゴボウ、テンサイ）を栽培する場合
は、適切な土壌消毒を行ってください。
(相馬ら(1995))
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 そうか病の類似症状として、粉状そうか病以外に、
象皮病と亀の甲病があります。症状はそうか病と類
似しており、表皮に浅い黄褐色～黒褐色不整形の病
斑を形成し、細かい網目状の亀裂を生じ、そうか病
菌とは異なるStreptomyces属菌によって引き起こ
されます。象皮者は多
雨時に発生しやすく、
亀の甲病は塊茎肥大期
に地温が高く少雨で土
壌が乾燥状態の場合に
多発します。

象皮病

 そうか病は土壌pH(H2O、以下同じ) 5.0以上で多
発しやすいので、土壌pHを4.5～4.9に保ってくだ
さい。バレイショを一作作付けすると土壌pHが約
0.1 低 下 し ま す が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 60 ～
80kg/10aの施用で、土壌pHが0.1～0.2上昇し
ます。土壌pHは、4.5以下になると萌芽遅延や収
量・品質低下を引き起こす場合があります。
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そ の 他
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